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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

29.9kDa

HLA-DRB1

SS1; DRB1; HLA-DRB; HLA-DR1B
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	応用
	抗原情報
	背景
	HLA-DRB1は、HLAクラスIIのβ鎖パラログに属します。クラスII分子は、膜に固定されたα鎖（DRA）とβ鎖（DRB）からなるヘテロ二量体です。細胞外タンパク質由来のペプチドを提示することで、免疫系において中心的な役割を果たします。クラスII分子は抗原提示細胞で発現します。β鎖は約26～28 kDaです。6つのエクソンによってコードされています。エクソン1はリーダーペプチドを、エクソン2と3は2つの細胞外ドメインを、エクソン4は膜貫通ドメインを、エクソン5は細胞質末端をコードします。DR分子内のβ鎖には、ペプチド結合特異性を指定するすべての多型が含まれています。数百のDRB1アレルが報告されており、一部のアレルは特定の疾患や症状に関連して頻度が上昇しています。例えば、DRB1*1302は急性および慢性B型肝炎ウイルスの持続性と関連していることが報告されています。この遺伝子には複数の擬似遺伝子が存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Raji(1)細胞溶解物に対するHLA-DRB1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	HLA-DRB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	HLA-DRB1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。

